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産卵率と受精率に対する点灯の影響

田  清
(青森県養鶏試)

1ま え が き

例年,初冬から晩春において,長期間にわたって人エ

授精による交配を実施していると受精率低下の現象が見

られ,その時期は晩春にいたって頭箸である。また一般

に種鶏の産み疲れが現われる晩春の時期に受精率低下が

見られることは普通であってこのため種鶏に対し産JFを

強制する目的から点灯が行なわれる場合も少なくない。

したがって産卵状態と受精率に密接な関係があるように

考えられるので,一歩突き進んで点灯が産卵率,受精率

に影響をおよぼすかどうかを検討する目的で本試験を実

施した。

2試 験 方 法

1 供試鶏および試験区分
供試種雄鶏は昭和42年 3月 当場ふ化の単冠 ロー ド・

アイランド・ レッド種を用い,種雌鶏は無点灯区,点灯

区とも同一系統の昭和42年 5月 23日 当場ふ化の単冠自色

レグホーン種を供用し,試験区分は第 1表のとおりであ

る。

2.試験期間

昭和42年 12月 2日から昭和43年 6月 17日 まで

3 試験方法
昭和43年 1月 12日 より供譲鶏を無点灯区と点灯区に区

分し,無点灯区は自然日長下で飼育し,点灯区に対して

は夕方点灯によって日長を13時間30分からはじめて,順

次日長時間を延長し, 2月 に14時間, 3月 に14時間30

分, 4月 , 5月 , 6月 にそれぞれ日長を15時間に延長し

た。ただし,種雄鶏は自然日長下で飼育したものを使用

した。交配は人工授精によって実施し,精液採取と注入

法は当場慣行法にもとづき,12羽分の混合精液を用いて

週に 2回 (月 曜日,金曜日)人工授精を行なった。

3試 験 成 績

1 産卵成績
点灯区A系が通算産卵率764%で一番よく,次いで点

灯区B系が719%であり,以下無点灯区B系605%の順

であった。有意性検定においては,無点灯B系に対して

点灯区A系およびB系 ,無点灯区A系がそれぞれ 5%水

準で有意差が認められた。

2 受構成績
受精率においては,産卵率が一番悪い無点灯区B系が

平均受精率921%で一番すぐれた結果を示し,次いて点

灯区B系が893%,以下,無点灯区A系873%,点灯区
A系846%の 順であった。統計処理の結果,点灯区A
系,無点灯区A系に対して無点灯区B系がそれぞれ 5%
水準で有意差が認められた。

3 平均受精率 (総括)
平均受精率 (総括)においては,第 4表に示したとお

り無点灯区平均受精率899%,点灯区平均受緒率867%
で無点灯区が 32%す ぐれていたが,統計処理の結果,

有意差はなかった。

4 産卵率と受精率の相関
に)各区の個体別産卵率と受精率
試験終了時健康鶏の各区の個体別産卵率と受精率は第

5表のとおりであり,産卵調査期間は昭和42年 12月 2日

から昭和43年 6月 17日 までの 199日間。種卵採取期間は

昭和43年 3月 9日 から昭和43年 6月 17日 までの 101日間

である。

分区験試表第

試 験 区 分 種 雌 鶏 羽 数 種 雄 鶏 備 考

無 点 灯 区

点 灯 区

WL A系 21羽
WL B系 21
WL A系 21
WI´  B系21
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2)産卵率と受精率の相関係数の有意性検定
点rrttA系 は通算産卵率が高率を示し,平均受精率は

低率であり,相関係数と有意性検定は第 6表に示すとお

り相関係数-0473で あり, t―検定の結果 5%水準で

統計的有意差が認められた。また,点灯区 B系,無点灯

区B系はそれぞれ低い魚の相関が見られたが統計的有意

差はなかった。無点灯区A系は相関係数 0171であった

が有意差はなかった。

4要   約

自然日長と点夫fに よる日長の延長が鶏の産卵率,受精

率に及ぼす影響を比較検討するために鶏に点灯を行ない

産卵率・受精率などについて調査し,次の結果を得た。

1 産卵率
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第 4表 平均受精率 (総括)
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第 1図 産卵率の推移 (HelldayS)%
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第 3図 平均受精率

産卵率においては,点灯区が無点灯区よりすぐれてお

り,点灯による効果が見られており,点灯区A系 (764

%)およびB系 (719%)を示し,無点灯区B系 (605

%)に対して5%水準で統計的有意差が認められてい

る。しかし,無点灯区A系のように通算産卵率700%を

示していることから見て,鶏の系統による能力差が大き

く影響し,種鶏のふ化時期にもよるが必ずしも無点灯区

が低産卵率になるとは限らないようである。

2 受精率
受精率は総体的に見て無点灯区が点灯区よりすぐれて

いたが有意差はなかった。しかし,両試験区を系統別調

査した結果では無点灯区B系 (921%)が一番すぐれて

おり,点灯区A系 041%)に対して統計的に有意差が

認められている。また点灯区 (A系 )を除く他の 3区に

おいては,試験当初から中期にわたり受精率は高かった

が,試験後期の 5月 頃から受精率低下の現象があった。

3 産卵率と受精率の相関
産卵率と受精率の相関については,無点灯区 (B系),

点灯区 (A系 )お よび (B系 )がそれぞれ負相関が見つ

れ,無点灯区 (A系 )は正相関であった。特に点灯区 (

A系 )は各試験区のうち産卵率は一番よく,その反面受

精率は最低であり,相関系数-0473を示し,有意性検

定の結果, 5%水準で有意差があった。

以上の点から見て,調査期間6カ月程度であると産卵

率は点灯区がすぐれていることは一般的に見ても勿論で

あるが,受精率は自然日長区 (無点灯区)においても,

試験後期に受精率が低下するところから見て,鶏の産卵

状態によって受精率が変動する傾向がある。

また,試験区分内の個体間における相関は低いけれど

も,各試験区ともに比較的高い産卵率が長期間続いた場

合,受精率の低下が大きい点から見て点灯と受精率との
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第 2図 受精率の推移
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第 表 各区の個体別産卵率と受精率 (試験終了時の健康鶏)

第6表 産卵率と受精率の相関係数の
有意性の検定

関連性よりは,む しろ産卵率との関連注が大きいように

思われる。問題として考えられることは,点灯の時間と

期間,種鶏のふ化時期と産卵能力,さ らに産卵率の高低

によって点灯が産卵率と受精率におよはす影響が大きく

変動するように思われるので,今後さらにこの問題につ

いて追試する必要がある。

注  *- 5%水 準で有意

個
体
数

無 点 灯 区(A系 ) 無 点 灯 区(B系 ) 点 灯  区(A系 ) 点 灯  区(B系 )

産卵率 受 精  率 産卵率 1 受 精 率 産卵率 受  精  率 産卵率 受 精  率
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試 験 区 分 相 関 係 数 有 意 性 検 定

熙 点 灯
A

⊆
)

0171 有 意 差 な し

照 点 灯
B    ;

ζ
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黒 灯  |
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民  灯
B -  0071 有 意 差 な し


